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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口を囲む上縁と、下方向に凸に形成された底部を有する薬液貯留部と、
　前記薬液貯留部の上縁から外側に延伸して形成されたフランジ部と、
　前記フランジ部の外周または下面に連なり、前記薬液貯留部を囲むように構成され、該
薬液貯留部の底部より下方にまで延伸する脚部と、
を有する超音波式吸入器用の薬液槽。
【請求項２】
　前記脚部が前記薬液貯留部と空隙を介して隔てられている、
請求項１に記載の超音波式吸入器用の薬液槽。
【請求項３】
　前記薬液槽が１枚のシートから一体成形されたものである、
請求項１または２に記載の薬液槽。
【請求項４】
　前記フランジ部が、その上面に全周にわたって連続する平面部分を有する、
請求項１～３のいずれか一項に記載の薬液槽。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載された薬液槽と、
　前記フランジ部において前記薬液槽と接合されて前記開口を水密に塞ぐ蓋部材と、
　前記蓋部材によって密閉された前記薬液貯留部の内部に封入された薬液と、
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を有する超音波吸入器用の薬液パック。
【請求項６】
　前記封入された薬液が単回用量である、
請求項５に記載の薬液パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波式吸入器に装着して用いる薬液槽、およびその薬液槽に薬液を封入し
た薬液パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　喘息等の呼吸器系疾患や風邪の治療などに、患者が薬液を霧化して吸入するために吸入
器（ネブライザー）が利用される。近年、家庭でも使いやすい小型のものとして、超音波
式吸入器が広く利用されている。
【０００３】
　図８に超音波式吸入器の薬液霧化部の断面を模式的に示す。超音波式吸入器５０は、振
動子５１による振動エネルギーを作用水槽５２内の作用水５３を介して薬液槽５４に伝達
することにより、薬液槽５４内部の薬液５５を霧化する。霧化した薬液は送風５７によっ
て患者吸入口へと送られる（５８）。薬液槽５４は、作用水槽５２に装着された後、上部
カバー５６に押さえられて固定される。薬液槽５４は、内部の薬液５５に振動を効率良く
伝達するために底部が薄く成形され、薬液残りを防ぐため振動子に近づくにつれ中心部が
凹んだ形状（円錐状や角錐状や中心部のみが凹形状となる形状といった下に凸の形状）を
有する。このため薬液槽５４は破損、変形しやすく、適宜交換される。
【０００４】
　患者、介護者、看護士等のユーザーは、使用の度に薬液槽に薬液を注入して、これを吸
入する。その際、ユーザーが薬液の種類や用量を誤る可能性があった。ユーザーは吸入終
了後に残った薬液を捨て、薬液槽を洗浄する。しかし薬液槽を繰り返し使用することによ
って、薬液注入時や薬液槽保管時に汚染等の衛生上の問題を生じることがあった。
【０００５】
　特許文献１には使い捨て可能な単一ショット超音波噴霧器が記載されている。該噴霧器
は、完全に密封された外殻（図８の薬液槽５４と上部カバー５６を合わせたものに相当す
る）の内部に計量された投与量の液体が封入されており、超音波エネルギー給源機械にセ
ットして用いられる。これにより、薬剤の計量の間違いや注入時の汚染を防止することが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開昭４８－０７４０９０公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載された噴霧器では、吸入の度にその外殻全体を使い捨てとするため、
資源の無駄が大きいという問題がある。一方、上記図８に示した従来の超音波吸入器にお
いて、その薬液槽部分だけを使い捨て可能とするには、輸送・保管時等に薬液槽が破損・
変形しやすいことが問題となる。
【０００８】
　本発明は以上の点を考慮してなされたものであり、薬液槽に予め薬液が注入された状態
で輸送・保管することができ、そのまま超音波式吸入器に装着して用いることができる使
い捨て可能な薬液パックを提供することを目的とする。また、そのような薬液パックに使
用可能な薬液槽を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の超音波式吸入器用の薬液槽は、薬液貯留部とフランジ部と脚部とを有する。薬
液貯留部は、開口を囲む上縁と、下方向に凸に形成された底部を有する。フランジ部は、
前記薬液貯留部の上縁から外側に延伸して形成される。脚部は、前記フランジ部の外周ま
たは下面に連なり、前記薬液貯留部を囲むように構成され、該薬液貯留部の底部より下方
にまで延伸する。
【００１０】
　ここで上または下とは、薬液貯留部の中にある薬液がこぼれない向きに薬液槽を保持し
たときの上または下をいう。下方向に凸とは、中心部が凹んだ形状であって、円錐状、角
錐状、半球状、中心部のみが凹形状となるような形状を含む。このような構成により、破
損・変形しやすい薬液貯留部の底部が脚部によって保護されるので、輸送・保管時等の破
損・変形の可能性を低減することができる。
【００１１】
　好ましくは、前記脚部が前記薬液貯留部と空隙を介して隔てられている。これにより薬
液槽を、薬液貯留部、フランジ部、脚部が作る断面コの字状の部分で、吸入器本体と確実
に嵌合させることができる。
【００１２】
　好ましくは、前記薬液槽が１枚のシートから一体成形されたものである。これにより、
薬液槽全体をより破損・変形しにくいものとすることができる。
【００１３】
　好ましくは、前記フランジ部が、その上面に全周にわたって連続する平面部分を有する
。これにより、薬液を封入して薬液パックを製造する場合に、蓋部材を該平面部分に容易
に接合することができ、より確実に水密性を得ることができる。
【００１４】
　本発明の超音波式吸入器用の薬液パックは、上記いずれかの薬液槽と蓋部材と薬液とを
有する。蓋部材は、前記フランジ部において前記薬液槽と接合されて前記開口を水密に塞
ぐ。薬液は、前記蓋部材によって密閉された前記薬液貯留部の内部に封入されている。
【００１５】
　このような構成により、薬液パックをそのまま超音波式吸入器に装着して用いることが
できるので、ユーザーが薬液の種類や用量を誤ることを防止することができ、薬液槽への
薬液注入作業に伴う汚染の可能性を低減することができる。また、上記いずれかの薬液槽
を用いることにより、破損・変形しやすい薬液貯留部の底部が脚部によって保護されてい
るので、薬液パックの輸送・保管時等の破損・変形の可能性を低減することができる。
【００１６】
　好ましくは、前記封入された薬液が単回用量である。単回用量とは患者が１回の吸入で
用いるべき量である。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のとおり、本発明の薬液槽によれば、輸送・保管時等の破損・変形の可能性を低減
することができる。また、本発明の薬液パックによれば、薬液槽に予め薬液が注入された
状態で輸送・保管しても薬液槽が破損・変形する可能性を低減することができ、そのまま
超音波式吸入器に装着して用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態の薬液パックの断面図である。
【図２】本発明の一実施形態の薬液パックの外観斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態の薬液槽を作用水槽に装着した図である。
【図４】本発明の一実施形態の薬液槽を作用水槽に装着した図である。
【図５】本発明の一実施形態の薬液槽の断面斜視図である。
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【図６】本発明の一実施形態の薬液槽の断面斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態の薬液槽の断面斜視図である。
【図８】従来技術である超音波式吸入器の霧化部の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の薬液パックの一実施形態を図に基づいて説明する。図２に本実施形態の薬液パ
ックの外観を示す。図１に本実施形態の薬液パックの断面を示す。図１において、薬液パ
ック１０は、薬液槽２０と蓋部材３０と薬液４０とを有する。薬液槽２０は、１枚のシー
トから一体成形され、開口を囲む上縁２２と下方向に凸に形成された底部２４を含む薬液
貯留部２１と、フランジ部２５と、脚部２６とを有する。蓋部材３０がフランジ部２５の
上面に接合されて、薬液貯留部２１の開口を密閉している。蓋部材３０によって密閉され
た薬液貯留部２１の内部には薬液４０が封入されている。
【００２０】
　本実施形態の薬液槽２０において、薬液貯留部２１は、開口を囲む上縁２２と、その下
に連なる円筒状の胴部２３と、その下に連なり下方向に凸に形成された円錐状の底部２４
からなる。底部２４は、薬液残りを防ぐために、振動子に近づくにつれて中心部が凹んだ
形状、すなわち下方向に凸に形成されている。薬液槽の厚さは材質および形状・振動の強
度に応じて設計されるが、底部２４は、外部からの振動を内部の薬液４０に効率良く伝達
するために、その他の部分よりも相対的に薄く成形されている。
【００２１】
　薬液貯留部の形状はこれには限られない。例えば、他の実施形態においては、水平断面
が円形でなくてもよい。また、明確に他と区別できる筒状の胴部がなく、図８のように、
上縁の下から径が漸減して底部と連なっていてもよい。また、底部が円錐状ではなく、角
錐状、半球状などの形状であってもよい。
【００２２】
　本実施形態のフランジ部２５は、薬液貯留部の上縁２２から外側に延伸して形成されて
いる。このようにフランジ部２５が薬液槽２０の最上部に位置することによって、蓋部材
３０を接合して薬液貯留部２１を密閉することが容易になる。また、フランジ部２５の上
面には、全周にわたって連続する平面部分が形成されていることが好ましい。これによっ
て、蓋部材３０の接合がより容易になる。
【００２３】
　本実施形態の脚部２６は、フランジ部２５の下面外周端に連なり、薬液貯留部２１と空
隙を介して隔てられている。これによって、フランジ部２５上面に蓋部材３０を接合する
のを邪魔することなく、薬液貯留部２１－フランジ部２５－脚部２６が作る断面コの字状
の部分で、吸入器本体と確実に嵌合することができる。
【００２４】
　図３に、本実施形態の薬液槽を作用水槽に装着したときの断面を示す。作用水槽５２の
下部には振動子５１があり、内部には作用水５３が注入されている。薬液槽２０は、薬液
貯留部２１－フランジ部２５－脚部２６が作る断面コの字状の部分で、作用水槽５２の上
縁に嵌合している。薬液槽２０を嵌合させる超音波式吸入器本体側の部位は作用水槽上縁
に限られないが、上記断面コの字状の部分を何らかの部位に嵌合させることによって、薬
液槽を吸入器本体に簡便で確実に装着することができる。
【００２５】
　なお、脚部と薬液貯留部の間に空隙がない場合でも薬液槽を作用水槽上縁等に嵌合させ
ることはできる。例えば、図４では、脚部２６とフランジ部外周の折り返し部分２７との
空隙が作用水槽５２の上縁に嵌合し、脚部２６が作用水槽５２内に入っている。図３と図
４を比較すると、図３の方がより確実に嵌合されているので好ましい。
【００２６】
　また、図１において、本実施形態の脚部２６は、薬液貯留部２１を囲むように構成され
、薬液貯留部の底部２４より下方にまで延伸している。したがって、例えば、台上に薬液
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パックを置いたときにも、薬液貯留部底部２４が直接台と接触することがない。脚部２６
が薬液貯留部２１を囲むように構成されていることと相まって、薬液貯留部２１への外部
からの接触を減らし、薬液貯留部底部２４の尖った形状が破損・変形することを防ぐこと
ができる。
【００２７】
　脚部２６の形状はこれには限られない。例えば、薬液貯留部２１を完全に覆い隠すよう
に構成されていなくても、円周方向に適切に分散配置された３本以上の脚が薬液貯留部２
１を囲むように構成されていてもよい。
【００２８】
　さらに、強度を補強するために、脚部２６にリブを設けてもよいし、フランジ部２５と
脚部２６の連接部分に窪みを設けてもよい。図５に脚部２６にリブ２８を設けた例、図６
フランジ部２５と脚部２６の連接部分に窪み２９を設けた例、図７にリブ２８および窪み
２９の両方を設けた例を示す。
【００２９】
　薬液槽２０の材質は、薬液への耐性を有するものであれば特に限定されず、例えばポリ
プロピレン等の樹脂等を用いることができる。
【００３０】
　本実施形態の蓋部材３０は、薬液槽フランジ部２５の上面に接合され、内部の薬液が漏
れ出さないように、薬液貯留部の上部開口を水密に塞いでいる。蓋部材３０は、薬品への
耐性とフィルムへの成形性が確保できる種々の材質から成形することができ、例えば、各
種樹脂フィルム、アルミ等各種金属の箔、これらの積層材等を用いることができる。接合
方法は、衛生面と生態安全性を確保できればよく、特に限定されない。ただし、接合の強
度は、ユーザーが使用時に蓋部材３０を引き剥がして開封できる程度である必要がある。
【００３１】
　本実施形態の薬液４０は、患者の病状、年齢等個別情報に基づいて、適切な種類の薬液
が適切な量が封入されている。薬液の例としては、喘息やその他の疾病の治療や予防に用
いられる吸入薬が挙げられる。また、風邪の予防や風邪のケアに対しては生理食塩水など
でもよい。薬液の量は、１回の装着で使い切ることができる量であることが好ましい。こ
こで、１回の装着で使い切るとは、必ずしも１回の吸入で使い切ることまでは要しない。
例えば、風邪の予防や風邪にかかったときのケアのために、加湿目的で生理食塩水を個人
専用の吸入器で噴霧・吸引するような場合には、１個の薬液パック内の薬液を複数回に分
けて吸入してもよい。薬液の量は、単回用量であることがさらに好ましい。その場合は、
薬液を１回の吸入で使い切ることができ、衛生上の問題が生じる可能性をより低くするこ
とができる。また、薬液の用量は患者の病状、年齢等によっても異なるので、封入する薬
液の量を患者に合わせて変更してもよい。例えば、各患者の治療に必要な薬液を、その患
者の病状・年齢等に応じた単回用量だけ封入してもよい。
【００３２】
　本薬液パック１０の製造方法は、薬液槽２０に薬液４０を注入し、蓋部材３０を被せて
薬液槽フランジ部２５と熱融着等で接合することで製造することができる。
【００３３】
　次に本実施形態の薬液パックの使用方法を説明する。本実施形態の薬液パックは工場で
製造され、適宜包装されて、流通に置かれる。流通段階で輸送・保管される際に、その構
成により薬液貯留部底部２４の尖った形状の破損・変形が防止されることは既に述べた
【００３４】
　ユーザーは、以下のとおりに本実施形態の薬液パックを使用することができる。ユーザ
ーは、例えば薬液パックの包装を解き、超音波式吸入器の作用水槽に水道水等を作用水と
して注入し、本実施形態の薬液パックを装着する。次に蓋部材を指で引き剥がしてパック
を開封し、上部カバーを取り付けて、吸入器を組み立てる。そして、吸入を行う。吸入終
了後は、上部カバーを開け、薬液槽と残留した薬液を廃棄し、作用水を捨てる。
【符号の説明】
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【００３５】
１０　薬液パック
２０　薬液槽
２１　薬液貯留部
２２　薬液貯留部上縁
２３　薬液貯留部胴部
２４　薬液貯留部底部
２５　フランジ部
２６　脚部
２７　フランジ部外周の折り返し部分
２８　リブ
２９　窪み
３０　蓋部材
４０　薬液
５０　超音波式吸入器
５１　振動子
５２　作用水槽
５３　作用水
５４　薬液槽
５５　薬液
５６　上部カバー
５７　送風
５８　患者吸入口へ

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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